
 

感染症発生に伴う北海道大学事務局への報告基準 

 

平成１７年７月２８日病院執行会議承認   

平成２３年８月２５日病院執行会議一部改正 

 

Ⅰ．報告基準 

対象事例（感染制御部への報告が必要な感染症一覧（以下一覧という。）参照）が発生した

場合には、以下の基準に従って、北海道大学事務局へ報告する。 

 

Ａ: １例以上の感染症発生があった場合 

Ｂ: 同一のナースステーションの入院患者及び職員から続けて2例以上の感染症の発生があっ

た場合 

Ｃ: 北海道大学病院院内感染対策委員会が必要と判断した場合 

感染症類型 入院患者 外来患者 職員 

１類感染症 Ａ Ａ Ａ 

２類感染症（結核を除く。） Ａ Ａ Ａ 

３類感染症 Ａ Ｃ Ａ 

４類感染症 Ｂ Ｃ Ｂ 

５類感染症 (注 1, 2) Ｂ Ｃ Ｂ 

結核 Ｂ Ｃ Ａ 

類型別以外の感染症 (注 1, 3) Ｂ Ｃ Ｂ 

注１）「５類感染症・類型別以外の感染症」は、一覧により感染制御部への報告を要する疾患

（一覧参照）に限定する。 

注２）５類感染症からインフルエンザを除外する。 

注３）類型別以外の感染症から帯状疱疹を除外する。 

 

Ⅱ．報告時期 

疾患の診断が「確定」した時点で報告する。ただし、臨床経過あるいは検査の中間報告等に

より当該疾患を「疑った」が、結果的に否定された場合には報告しない。 

 

Ⅲ．報告方法 

 上記事例が生じた場合は、病院長と感染制御部長が報告と公表の有無について協議のうえ決

定する。なお、総務課から総務企画部総務課及び広報課に報告する。 

 

 

 

 


